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『
あ
っ
ぷ
る
カ
フ
ェ
』へ
ど
う
ぞ

あ
っ
ぷ
る
カ
フ
ェ
実
行
委
員
会
　
　
　
　

今
井
　
真
希

認
知
症
の
人
と
家
族
、
地
域
住
民
、
専
門
職

員
な
ど
、
誰
も
が
参
加
で
き
集
う
場
の
普
及
の

為
に
、
平
成
25
年
度
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
中

で
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
が
推
奨
さ
れ
、
平
成

30
年
度
か
ら
は
、
全
国
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

『
あ
っ
ぷ
る
カ
フ
ェ
』
は
、
弘
前
市
で
最
初

の
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
で
す
。
平
成
27
年
１
月

に
『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
』
が
地

域
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

内
容
は
、「
学
び
」、「
楽
し
み
」、「
活
動
」
の

３
部
構
成
で
す
。「
学
び
」
は
、
介
護
保
険
や

障
が
い
福
祉
、
医
療
な
ど
の
勉
強
会
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
で
す
。「
楽
し
み
」
は
、

ゲ
ー
ム
や
小
物
作
り
で
す
。
昨
年
は
「
く
る
み

ボ
タ
ン
」
で
ヘ
ア
ゴ
ム
を
作
り
、
サ
ン
ア
ッ
プ

ル
大
納
涼
祭
で
販
売
し
、
売
り
上
げ
は
『
あ
っ

ぷ
る
カ
フ
ェ
』
の
活
動
資
金
と
し
ま
し
た
。
最

近
は
、
樹
脂
粘
土
を
使
っ
た
お
花
作
り
が
好
評

で
す
。「
活
動
」
は
、
弘
前
市
内
の
若
葉
地
区

菜
園
で
の
野
菜
作
り
、「
津
軽
路
ロ
マ
ン
国
際

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
な
ど
へ
の
参
加
で
す
。
今

後
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
住
宅
の
雪
片
付
け

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

『
あ
っ
ぷ
る
カ
フ
ェ
』
は
、
ご
本
人
ご
家
族

の
寄
り
合
い
処
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
集

会
、
若
年
性
認
知
症
の
相
談
、
知
識
や
制
度
を

学
ぶ
な
ど
、
認
知
症
に
関
す
る
色
々
な
支
援
を

担
い
ま
す
。
毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
の
９
時

30
分
～
11
時
30
分
、『
土
手
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

パ
ー
ク
』
内
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
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こ
れ
か
ら
も

地
域
で
の
一
人

ひ
と
り
の
生
活

が
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
応
援

し
ま
す
。

お問い合わせ先
	 特別養護老人ホームサンアップルホーム
　　　　あっぷるカフェ　実行委員会　0172－97－2111

開催場所
	 住　所	 弘前市土手町 31番地　土手町コミュニティパーク
	 	 コミュニケーションプラザ
	 	 多目的ホールＡエリア

開催日時
	 第１・第３土曜日　9：30〜 11：30

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
　
　
　

　
　
拡
充
さ
れ
ま
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

介
護
職
員
　
佐
藤
　
加
奈

『
全
国
老
人
福
祉
施
設
研
究
会
議
』

は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
大
会
で
あ
り
、

今
回
は
山
形
県
で
２
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
』
で
は
、
日
々
の
取
り
組
み
の

発
表
の
場
と
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
参

加
し
、
毎
年
受
賞
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
内
容
は
、
初
日
の
開
会
式
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
花
笠
踊
り
、
記
念
講

演
、
次
期
開
催
県
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
２
日
目
は
、
テ
ー
マ
別
に
３
会
場

に
分
か
れ
125
件
の
実
践
研
究
者
の
発
表
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

私
の
発
表
は
、「
在
宅
復
帰
」
と
い
う

利
用
者
さ
ん
の
要
望
を
基
に
、
職
員
チ
ー

ム
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
ご
家
族
の

協
力
を
得
な
が
ら
①
「
意
識
レ
ベ
ル
向

上
」
②
「
自
力
歩
行
」
③
「
食
事
の
自
力

摂
取
」
④
「
ト
イ
レ
で
の
排
泄
の
実
施
」

⑤
「
認
知
症
の
改
善
」
に
取
り
組
み
、
自

宅
外
出
に
繋
が
っ
た
内
容
で
し
た
。
そ
の

結
果
、『
科
学
的
介
護
の
実
践
～
高
品
質

サ
ー
ビ
ス
の
追
求
』
分
野
で
発
表
者
12
名

の
中
か
ら
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
今
回

の
発
表
で
、「
職
員
間
の
協
力
の
大
切
さ
」

「
平
成
27
年
度
　
全
国
老
人

�

福
祉
施
設
研
究
会
議
」
を
　

�

振
り
返
っ
て

一
人
１
回
300
円
で
す
。
挽
き
た
て
の
美
味

し
い
コ
ー
ヒ
ー
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所

　
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
竹
谷
美
和
子

『
拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所
』

は
、
３
棟
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
、
今

年
度
、『
賀
田
住
宅
Ｃ
棟
』
を
弘
前
市
八

幡
に
新
築
し
、
男
性
６
名
が
新
し
く
入
居

し
ま
し
た
。

『
賀
田
住
宅
Ｃ
棟
』
の
第
一
印
象
を
聞

い
て
み
る
と
、「
部
屋
か
ら
岩
木
山
が
大

き
く
見
え
る
」、「
部
屋
が
新
し
く
て
い

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
新

た
な
生
活
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

引
越
し
直
後
は
、
緊
張
と
不
安
が
入
り
ま

じ
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
入
居
者
さ

ん
同
士
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

平
日
の
日
中
は
地
域
の
事
業
所
（
自
立

訓
練
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
・
生
活
介
護

な
ど
）
へ
通
所
し
、
休
日
や
夜
間
は
団
ら

ん
や
外
出
と
思
い
思
い
に
楽
し
く
生
活
し

て
い
ま
す
。

入
居
者
さ
ん
の
生
活
に
対
す
る
思
い
は

そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
が
、「
地
域
で
暮

ら
し
た
い
」
と
い
う
願
い
は
皆
さ
ん
共
通

だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
、
６
名
の
新
し

い
仲
間
の
思
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
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を
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
利
用
者
さ

ん
と
ご
家
族
の
笑
顔
を
励
み
に
、
チ
ー
ム

力
で
「
自
立
支
援
介
護
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

弘
前
市
民
ナ
イ
タ
ー
卓
球
に

参
加
し
て

　
法
人
本
部
主
任
事
務
員
　
工
藤
　
　
高

　

七
峰
会
で
は
、
福
利
厚
生
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
春
と
秋
、
毎
週
木
曜
日
に
９
週

間
ず
つ
開
催
さ
れ
る
『
弘
前
市
民
ナ
イ

タ
ー
卓
球
大
会
』
に
30
年
以
上
参
加
し
て

い
ま
す
。
ナ
イ
タ
ー
卓
球
は
１
部
か
ら
８

部
ま
で
あ
り
、
七
峰
会
は
５
部
と
８
部
に

各
１
チ
ー
ム
ず
つ
登
録
し
、
計
13
名
の
職

員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
プ
レ
ー
で
き
る
卓
球

は
、
施
設
グ
ル
ー
プ
間
の
垣
根
を
越
え

て
、
若
い
職
員
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
職
員
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大

会
の
た
め
に
体
づ
く
り
を
す
る
職
員
も
お

り
、
普
段
の
運
動
不
足
の
解
消
に
一
役

買
っ
て
い
ま
す
。

　

112
チ
ー
ム
500
人
が
参
加
し
て
い
る
ナ
イ

タ
ー
卓
球
は
、
同
業
種
の
職
員
の
方
や
関

係
業
者
の
方
、
ま
た
は
事
業
所
近
隣
の
地

域
の
方
も
参
加
し
て
お
り
、
七
峰
会
の
職

員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
業
務
外

で
の
交
流
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

（平成28年　七峰会新年会で表彰されました）

山
郷
館
児
童
・
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

生
活
支
援
員
　
三
上
　
湧
貴

私
が
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
、
高
校
２
年
生
の
時
で
す
。
職
場
体

験
で
老
人
ホ
ー
ム
へ
行
き
、
介
護
を
実
際

に
体
験
し
た
こ
と
が
大
き
く
印
象
に
残

り
、
福
祉
の
仕
事
を
目
指
し
ま
し
た
。

今
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
る
と
思
っ

た
通
り
に
利
用
者
さ
ん
と
上
手
く
か
か
わ

る
事
が
出
来
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
障
が
い

の
理
解
、
介
助
方
法
や
注
意
す
べ
き
こ
と

を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
周
り

の
先
輩
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
を
繰
り
返
し
、
春
が
来
れ
ば
就
職
し

て
１
年
が
経
ち
ま
す
。
不
慣
れ
で
利
用
者

さ
ん
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
月
日
が
経
つ
ご
と
に
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
増
え
、

そ
の
言
葉
を
聞
く
と
と
て
も
う
れ
し
く
、

励
み
に
な
り
ま
す
。

今
は
ま
だ
勉
強
不
足
で
す
が
、
経
験

を
積
み
知
識
を
深
め
、利
用
者
の
皆
さ
ん
・

ご
家
族
の
方
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支 援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー ☎

○
２
１
３
１

97
　
☎
○
４
５
２
４

82

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
相
談
支
援
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず ☎

○
０
２
５
０

96

主 に 身 体
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
０
６
２
０

59
☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

☎
○
８
５
３
３

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
６
０
８
０

☎
○
２
３
４
４

☎
○
８
６
５
０

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
相
談
支
援
事
業
所

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
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指
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事
業
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就
労
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「
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園
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コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
５
７
４
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 82 37 82 82 82 82 57 57 57 57 53 55 973337888888 5396 96 96 96 96 96 96

『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う�

ご
ざ
い
ま
し
た

記

後
集

編
　

今
回
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
「
か
だ

る
」
を
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
か
だ
る
」
と
は
、
津
軽
弁
で

「
話
す
・
説
明
す
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。
実
際
に
職
員
が
、
日
頃
の
取

り
組
み
や
体
験
談
な
ど
を
通
し
て
の

思
い
を
「
か
だ
っ
て
」
い
き
ま
す
の

で
、
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
の
七
峰
会
で
の
職
域
募

金
額
が
２
２
３
，
６
０
２
円
と
な
り
、
社

会
福
祉
法
人
青
森
県
共
同
募
金
会
弘
前

市
共
同
募
金
委
員
会
へ
１
月
1４
日
に
届

け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
お
志
に
よ
り
、
多
く

の
人
々
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
福

祉
施
設
等
・
児
童
母
子
等
福
祉
費
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
費
・
老
人
福
祉
費
・

心
身
障
が
い
児
者
福
祉
費
・
地
域
福
祉
費

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

各
施
設
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

情
報
発
信
中
！

社
会
福
祉
の
動
向

～
社
会
福
祉
法
人
に
　
　
　
　

　
　
　
　
求
め
ら
れ
る
こ
と
～

法
人
本
部
総
括
主
任
事
務
員
　
赤
石
　
純
悦

　

現
在
、
議
論
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
制
度
の
改
革
案
に
い
く
つ
か
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中

の
一
つ
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活

動
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
活
動
」
に

は
、
制
度
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
課
題(

制
度
の
狭
間

の
課
題
）
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

図
で
表
す
と
下
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

本
紙
の
一
面
で
紹
介
し
た
「
認
知
症

カ
フ
ェ
」
も
こ
の
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
経
済
的
な
困
窮
や
一
人

暮
ら
し
・
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
・
高
齢
者
な

ど
社
会
生
活
を
送
る
上
で
困
難
を
有
す

る
方
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
制
度
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
解
決
さ
れ
な
い

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。


